
$% �，$& �，�$ ����である直角三角形�$%&�において，%& E�とする。%&�と同１

じ向きの単位ベクトル，および�%&�と反対向きの単位ベクトルをそれぞれ�E�を用いて表せ。

���　 D�  ��のとき，D�と同じ向きの単位ベクトルを�D�を用いて表せ。２

���　 D�  ��のとき，D�と反対向きで大きさが���のベクトルを�D�を用いて表せ。

���　$% �，%& (�� ，�$ ����である直角三角形�$%&�において，$& F�とする。

　$&�と平行な単位ベクトルを�F�を用いて表せ。

2$ D，2% E�とする。23 �D�E，24 D�E �であるとき，346$%�を示せ。３

ただし，D
�，E
��で，D�と�E�は平行でないものとする。

���　2$ �D，2% �E，23 �E��D�であるとき，236$%�であることを示せ。ただ４

　し，D
�，E
�，D7E�とする。

���　2$ D，2% E，23 �D��E，24 �D�であるとき，3462%�であることを示

　せ。ただし，D
�，E
�，D7E�とする。
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四角形�$%&'�において�$&�%' �$'�が成り立つとき，四角形�$%&'�は平行四辺５

形であることを証明せよ。
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$% �，$' ��の長方形�$%&'�がある。$% E，

$' G�とするとき，次のベクトルと同じ向きの単位

ベクトルを�E，G�を用いて表せ。

���　%'　　　　　　　　　���　$%�$&

６

＜今日のふりかえり＞
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